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【Slide:1 テーマ設定にあたって】

　今回創世記を読むにあたり「神のご計画」改め「神による自作自演、出来レース」説が一部寮生の間で浮上した。先日の125周年記念式典の「齋藤さんによる陰謀」が見え隠れすると言われ、自民安倍氏は衆院選を前に「マスコミの陰謀がある」とも言い放った。今年のネット流行語大賞金賞が「ステマ」であったことも記憶に新しいだろう。

　世の中、やはり何かの陰謀によって動いているような気がしてならない。世代間格差で割を食らうであろう僕たちは、やはりこうした考えを捨てずにはいられないかもしれない。

　「グローバル化」によって世界がどんどん近づいていくこの時代に、「見えない大きなちから」が「平和的に世界征服」をしてくれるのかどうかを探っていこう。

【Slide:2 陰謀論とは】
フリーメイソンとは：商業ギルドから始まって、自分の目的に敵う政策とかを通させるとか。
どの宗教者でも入れるけど、無神論者は入れない。新興宗教も無理。どんどん会員数が減っていっている。活動目的自体は魂のステージをあげようみたいな話で、チャリティーとか学校建てたりもしていた。秘密結社って言われているのは革命のときにメンバーが多かったりとか。イルミナティとかシオンの〇〇とか。陰謀ってなんだろうってなって、アンサイクロペディアで調べたら「寮のトイレットペ－パーがないのはユダヤ人のせいだ！」っていうように誰かのせいにしておきたいって感覚なのかな。

【Slide:3 旧約聖書で見てきた陰謀】

　聖書の登場人物が行なってきた数々の陰謀を、神が咎めたシーンはあまりなかった。むしろ、聖書がこうした「登場人物の陰謀も有りき」で話が進んでいくところは面白い。神は、人の陰謀の上をいく陰謀（計画）をもっていらっしゃるのか。

（旧約で陰謀でピッタリ合うのは：サラ。ハガルから子供作っちゃえっていうことと、リベカのおじさんのところに行っちゃえって部分）

【Slide:4 現代で最も陰謀がありそうな組織】

Google。（理事会も・・・）

【Slide:5 問い】

Q1. グーグルの陰謀とは何か？

設立目的は「人類が使う全ての情報を集め、整理する。」ここからGoogleが陰謀論っていう話が出てきている。
共同設立者の人（なんとかペイジ）はユダヤ人。
け：ぺいじさんなりの信念としてなにかしらの理想の世界があって、現存の政党に対抗する見えない力を作りたいのではないか。
け：ロビイングとか（なんのことかわからない）

マ：どの国をも支配する会社になりたいんじゃないのかな。帝国。世界征服。表立って出てこないんじゃないのかな。

T：どっちかっていうと国家っていうよりもそれの解体って感じ。ローカルの消滅。
ハ：皆さんヤフーを使って下さい！！
陰謀論と摂理論
「１９なんとか」っていう小説。すべてを見られている社会。陰謀っていうのはなにかの企みをしていて、それに逸れた行為をすると正されるという考えをすると、怖いものだけども、神様が見ているというと怖くない。
すべてがほんとじゃないかもしれない。っていうポパーの考え。全体主義に対する恐れ。全体主義っていうのは「真理はこれ！」っていうように先に示してしまう。その反省として相対主義、個人主義が生まれた。みんなそれぞれでいいじゃん、っていう考えになってきた。そうするとニヒリズムに陥ってしまう。熱中教室のサンデルが言っていたように、真理はあるのだけども、直接みることは出来ない、直ちにはわからないっていう考えになってきている。Googleのことで言えば、集めた情報を誰が扱えるのか。

真理はあるのだけども、それは自分たちの行いのその先にしかない。漸次的に接近していく、決して到達しない。理想との違いはゴールが決まっている理想とない真理。それが民主主義のルール。それを閉じてしまって、いつまでたっても真理を見ることができなくて、フラストレーションが溜まってしまう。そこに洗われるのがカリスマで失敗してしまう。

Q2. グーグルは神の計画に勝てるだろうか？

【Slide:6 私が思う平和な世界】

① 「みんな仲良く助け合う」ことができれば、なんでもいい

② 人が集まるところには必ず諍いが生まれる。しかし一人で生きていくことが良いことではない
③ グローバル化は、均質化することではなく、差異を認めることによって進められなければならない

【Slide:7 平和な世界の実現のために】

【Slide:8 発表終了】


